
はじめに

　2010年があっという間に過ぎ去り，2011年が始ま

りました。小生に限らず，たぶん読者の皆さまも年を

重ねるごとに1年間の時間の流れが短く感じられてい

ると察します。個人的な意味で2010年を振り返りま

すと，お世話になった方々が若くして亡くなった年で

した。私事で恐縮ながら2例ほど挙げますと，30年ほ

ど前に名古屋工業大学で技官の職に就いていた時に，

5年間同じ部屋で仕事をさせていただいた同大学の現

職教授（当時は助手でした）が年明け早々に天に召さ

れました。そして，林産試験場を経て宮崎県木材利用

技術センターで勤務していた藤本英人さんが8月に帰

らぬ人となりました。

　小生は2005年4月から旭川高専で働いています。そ

の年の暮れだったように記憶していますが宮崎県の藤

本さんから，オビスギ材の水蒸気乾燥排気の凝縮液か

ら回収した精油の利用可能性の検討を依頼されまし

た。高専生の卒業研究ネタにと考えまして，成果を出

す期限を設定しない条件で請け負うことにしました。

精油ですから，何かしらの抗菌性や防カビ性は持って

いる可能性があります。ヒバ材の精油ではヒノキチオ

ールが，トドマツ材の精油であればジュバビオンが知

られています。スギ材にはどんなものが入っている？

という好奇心と，スギ材の製油はそれほど期待できな

いのではないのか？という懐疑心がありました。藤本

英人さん曰く，「オビスギ材は本州や北海道のスギ材

とは異なり，油分が多くシロアリにも強い」。これが

小生の心を動かしたようです（スギではなくオビスギ

なのです）。

　そこで本稿では，オビスギ材の精油の防カビ性能を

評価した試験結果をお話をさせていただきます。なお

データそのものは，2010年11月に札幌コンベンショ

ンセンターで開催された第42回日本木材学会北海道

支部研究発表会で公表しましたので，同学会HP（キ

ーワード検索で到達できます）の活動報告に4ページ

に渡るPDFファイルの要旨がアップされています。

興味がありましたら，その拙稿もご高覧いただければ

幸いです。

抗菌性と防カビ性の違い，そして防カビ性評価へ

　微生物退治となりますと，もし可能であれば病院内

の感染症であるメチシリン耐性黄色ブドウ球菌

（MRSA），インフルエンザ・ウイルス，水虫やカン

ジダ病を引き起こすトリコフィトン（カビの仲間）や

カンジダ酵母などをいじめたくなります。しかし残念

ながら高専では，病原菌（ウイルス含む）を扱う環境

整備がなされていません。そこで一般的には，枯草菌

（納豆菌の親戚）や大腸菌，アオカビやクロコウジカ

ビなどの微生物を用いる試験となりますが，小生とし

ては地域産業に関わる悪役微生物を退治したいと考え

ました。

　細菌類をいじめる薬剤が「抗菌剤」，真菌類（カビ，

酵母，キノコ）をいじめる薬剤が「防カビ剤」となり

ます。今回のオビスギ材の精油については，防カビ剤

としての評価を試みることにしました。そして悪役微

生物には，シイタケ栽培の害菌であるツチアオカビ（ト

リコデルマ）とハウス栽培野菜＆花きの害菌である灰

色カビ（ボトリチス）を用いることにしました（写真

1参照）。なお，トリコデルマとしては旭川高専保存

菌株のANCT-05090とコレクション菌株のNBRC 

33016の2菌株（両者共に道内のシイタケ栽培施設か

ら 分 離），ボ ト リ チ ス と し て はANCT-06001と 同

06022（上川管内の野菜の水耕栽培施設から分離）の

2菌株を用いました。

オビスギ材の水蒸気乾燥排気の凝縮液に含まれる化学

物質と精油の回収方法

　オビスギ材を水蒸気乾燥した際の排気を回収した凝

縮液（水に溶け易い成分＆油に溶け易い成分＆水の入

り混じったものでエマルジョン状態の液体）に含まれ

る化学物質については，藤本英人さんが宮崎大学の先

生方と分析を開始していました。その成果は，2005

年の宮崎大学工学部紀要（第34号，23 ～ 26ページ）

に公表されています。概略を解説しますと，フェノー

ル性化合物はほとんど含まれず，多少の酢酸やフルフ

ラール（水に溶け易い成分），そして多くは8種類の

セスキテルペン（油に溶け易い成分）でした。以上の

化学物質の構造式を図1に示します。

　この凝縮液を静置すると上部に油状物質が浮いて集

まります。これがオビスギ材の精油になります。精油

は抽出成分の一つです。樹木の抽出成分としては，モ

ノテルペンやセスキテルペンを中心とした「精油」，

ジテルペンやトリテルペンなどの「樹脂」，そして「リ

グナン」「フラボノイド」「サポニン」「タンニン」「ワッ

クス」などです。こうした抽出成分は樹木を始めとす

る植物にとっては，外敵から身を守るための抗菌（防

カビ）性物質や殺虫性物質となるのです。動物とは異

なり，植物は自分の体を移動することで身を守ること

ができません。その代わりに，抽出成分を用いて外敵

の攻撃からの自己防衛を行います。精油は揮発性成分

ですから，外敵に対する飛び道具とも考えられます（イ

ラスト1）。一方で我々にとって精油は，森林浴を楽

しませてくれる匂い成分でもあります。

　テルペンですが，参考までに説明しますと炭素数5

個のイソプレン（イラスト2参照）を基本単位とする

有機化合物です。2単位（炭素数：10）のものがモノ

テルペン，3単位（同：15）がセスキテルペン，4単

位（同：20）のものがジテルペン，5単位（同：25）

がセスタテルペン，6単位（同：30）ものがトリテル

ペン，8単位（同：40）ものがテトラテルペン，そし

てそれ以上のものがポリテルペンと呼ばれます。はた

して図1の8種類のセスキテルペンは，イソプレンの

基本骨格から構成されているでしょうか。是非，確認

してみて下さい。

精油の防カビ性能の評価方法

　トリコデルマとボトリチスは，最もポピュラーなカ

ビ培養基であるポテトデキストロース寒天（PDA）

培地で元気に成長します。そこでコントロールの

PDA平板培地に加え，体積比で0.5 ～ 2.0％のオビス

ギ材の精油をPDAに添加した平板培地を作成し，そ

の中央に各カビの種菌（直径5 mmの円盤状としたも

の）を接種しました。温度25℃で10日間培養し，毎

日1回，菌糸の成長量をコロニー半径として測定しま

した（イラスト3参照）。両カビともに同心円状に成

長しますので，測定が非常に容易です（写真2参照）。

平板培地は内径85 mmのシャーレを用いて作成して

いますので，コロニー半径の値が40 mmで培地全面

にカビの菌糸が蔓延したことを意味します。

　もしもカビの菌糸成長を阻害する成分がオビスギ材

の精油に入っているならば，コントロールと比較して

精油入りの平板培地で菌糸成長が遅れるか，菌糸成長

が全く観察されない可能性があります。そして，より

正確な試験データを取るために一つの条件に対して3

枚の各平板培地を使用し，その平均値を算出すること

にしました。

トリコデルマとボトリチスの菌糸成長に対する精油の

効果

　図2と図3に，それぞれトリコデルマとボトリチス

の菌糸成長の経時変化を示しました。まず，トリコデ

ルマに注目すると精油の濃度が0.5から2.0％まで上昇

しても大きな変化が見られませんでした。コントロー

ルのPDA平板培地よりも菌糸成長に幾分ブレーキが

掛かりましたが，培養4 ～ 8日経過後には培地全面に

菌糸が蔓延しました。

　ボトリチスでは，精油の濃度が上昇するとともに菌

糸成長の阻害度合いが大きくなりました。そして，

10日間の培養後においても培地全面に菌糸が蔓延す

ることはありませんでした。こうした結果から，オビ

スギ材の精油はトリコデルマよりもボトリチス退治に

効果的である可能性が考えられます。

　そこで小生としては，ハウス栽培で種々の作物の灰

色かび病を引き起こすボトリチスをターゲットにする

ことにしました。また，2％の添加濃度ではボトリチ

スの菌糸成長を完全阻止することはできないことも分

かりましたので，今後においては精油の使用濃度を高

めるか，それとも精油プラスαによる相乗効果を引き

出すかを検討する必要があります。正解はどちらか一

方というものではありません。まずは後者の方法から

確かめることにしました。そして，プラスαとしては

エタノール（エチルアルコール）の添加に決めました。

エタノールと水の混合溶液の殺菌力とは

　エタノールとしては，人生のオアシスの「アルコー

ル飲料」か，体に注射する祭に脱脂綿にしみ込ませて

使用する「消毒用アルコール」を思い浮かべることで

しょう。余談ですが，まさに両者をタイアップさせた

ようなものもありますね。チャンバラ時代劇で刀傷に

日本酒か焼酎を吹きかけるシーンです。

　一般的に，消毒や殺菌に使用されるアルコールはエ

タノールとイソプロパノール（イソプロピルアルコー

ル）です。ヒトに対する毒性を考えると前者が安全で

す。体積比で30％程度の水で割ったエタノール溶液

は特に殺菌力が高いと言われています。消毒用の脱脂

綿にはこのエタノール溶液が染み込んでいます。さっ

と皮膚を拭くだけで，病原菌をほぼ即死させます。殺

菌メカニズムとしては，微生物の細胞膜にあるタンパ

ク質をアルコール変性させると考えらます。

　一方，5％前後の薄いエタノール水溶液（ビール類

のエタノール濃度に相当します）には真綿で微生物の

首を絞めるような殺菌力があります。ゆっくりと細胞

内部に染み入り，酵素などのタンパク質をアルコール

変性させ，やがて微生物を死に至らしめます。少し話

が変わりますが，健康志向のために塩分を控えた加工

食品が増えています。そうした食品の日持ちを向上さ

せるために，数％のエタノールを添加する方法が用い

られることがあります。小生としては，この低濃度の

アルコール溶液の利用に注目しました。

　先ほどの余談ですが，時代劇の舞台となった時代の

日本酒または焼酎のエタノール濃度はいかほどだった

のでしょうか。日本酒の原酒で20％程度ですから，

たぶんその程度前後でしょうか…。半端な濃度ですか

ら，効果のほどは実に疑わしい気がします。まして口に

含んだ酒には多くの雑菌が混入しますので危険です。

ボトリチスの菌糸成長に対する精油とエタノール相乗

効果はいかに

　体積比で0.5 ～ 2％のエタノールのみを添加した

PDA平板培地を作成し，上述の「防カビ性能の評価

方法」と同様の方法でボトリチスの菌糸成長に対する

影響を観察しました。図4に示すANCT-06001の結果

では，コントロールにおいて培養4日間で培地全面に

コロニーが広がり，エタノール濃度1％と2％ではそ

れぞれ僅かに1日と2日程度遅れたに過ぎませんでし

た。2％以下のエタノール添加では，ボトリチスの菌

糸成長に対する阻害効果がほとんど期待できないこと

が分かります。

　図5に，ANCT-06001と同06022に対するオビスギ

材の精油（1.5と2％）とエタノール（0.5 ～ 2％）の

組み合わせの結果を示しました。前者の菌株に対して

は，エタノール濃度の上昇とともに菌糸成長の阻害効

果が大きくなる傾向がみられました。しかし，後者の

菌株については僅かの効果でした。エタノールの添加

量が少ないことも一因と考えられますが，菌株の違い

により相乗効果の現れ方が異なるようです。

凝縮液をまるごと利用することを考える

　少し残念ですが，オビスギ材の精油が劇的なカビ退

治効果を示すものではないことが分かりました。一

応，ボトリチスに対しては期待できるところもあろう

ということになります。ここで，藤本英人さんから新

たな提案がありました。それは，水蒸気乾燥排気から

回収した精油のみではなく，同排気の凝縮液そのもの

を使いたい…でした。

　すでに述べたようにオビスギ材の水蒸気乾燥排気の

凝縮液を静置すると精油が液表面に浮いて集まりま

す。しかし，精油と水溶液がきれいに二層に分かれて

しまうのではなく，下部の水溶液にはたくさんの細か

な粒状の精油たちが水中遊泳をしている状態なので

す。したがって，この凝縮液をまるごと使うことがで

きるのならば，環境保全や資源利用の面から考えると

一歩も二歩も有利です。

　そこで，コントロールのPDAと凝縮液を50％濃度

にしたPDA，および後者にエタノールを1または2％

添加した合計4種類の平板培地を用いてボトリチスの

ANCT-06001と同06022の菌糸成長を観察しまし

た。その結果を図6に示しますが，2％濃度になるよ

うにエタノールを加えることで先ほどの精油2％程度

とエタノール2％の組み合わせと同程度の効果が得ら

れました。ANCT-06022に対しては，エタノール1％

添加の阻害効果が高くなっています。これは，エタノ

ール2％の3枚の平板培地のうちの1枚の菌糸成長が観

察されたことによります。凝縮液をボトリチス退治に

使用する場合，精油の場合と異なりエタノールを2％

程度以上の濃度になるように添加することが不可欠の

ようです。

　精油を添加したPDA培地のpHは，コントロールの

PDAの値とほとんど同じで常に5を超えます。これに

対して凝縮液を50％添加したPDA培地のpHは3.3と

低くなりました。これの原因は，上述の酢酸などが影

響している可能性が推察されます。

精油＆凝縮液を利用するための具体的方法を考える

　ハウスを用いた野菜栽培では，ボトリチス防除にト

ップジンMやボトキラーなどの登録農薬を用いること

になります。これと同様にオビスギ材の精油や凝縮液

を用いる場合には，正規の農薬登録を行う必要があり

ます。しかし，精油の匂いが栽培作物に付着するとい

う大きな欠点が生じます。一つのアイデアとして栽培

作物ではなく，栽培ハウス内のボトリチス退治に用い

る環境殺菌への利用が思い浮かびます（農薬には該当

しないことになります）。しかし残念なことに，農家

の方々にはハウス内の空間や機材を殺菌（消毒）する

という考え方がないのです（イラスト4参照）。

　空調施設や簡易ハウスを用いるキノコ栽培では，栽

培空間に存在する雑菌・害菌，さらにはダニを防除す

る環境殺菌（薬剤の噴霧，散布，燻蒸）が定着してい

ます。もちろん，その際には原則として栽培施設内か

らキノコを追い出します。将来，野菜などのハウス栽

培に環境殺菌の考え方が導入されることを期待したい

と 思 い ま す。こ こ で 落 ち を 一 つ 挙 げ ま す と，

ANCT-06001は農薬耐性菌株です。今回の試験結果

から，その防除にオビスギ材の精油などが使える可能

性が示されたのです。

　最後になりますが，スギの素人の小生に，オビスギ

に対する興味を持つきっかけを与えてくださった故・

藤本英人さんに感謝すると共に，ご冥福をお祈りしま

す。

（つづく）

気軽に読める「微生物の小話講座」

（その８　オビスギ材の精油で微生物をいじめる）
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　微生物退治となりますと，もし可能であれば病院内

の感染症であるメチシリン耐性黄色ブドウ球菌

（MRSA），インフルエンザ・ウイルス，水虫やカン

ジダ病を引き起こすトリコフィトン（カビの仲間）や

カンジダ酵母などをいじめたくなります。しかし残念

ながら高専では，病原菌（ウイルス含む）を扱う環境

整備がなされていません。そこで一般的には，枯草菌

（納豆菌の親戚）や大腸菌，アオカビやクロコウジカ

ビなどの微生物を用いる試験となりますが，小生とし

ては地域産業に関わる悪役微生物を退治したいと考え

ました。

　細菌類をいじめる薬剤が「抗菌剤」，真菌類（カビ，

酵母，キノコ）をいじめる薬剤が「防カビ剤」となり

ます。今回のオビスギ材の精油については，防カビ剤

としての評価を試みることにしました。そして悪役微

生物には，シイタケ栽培の害菌であるツチアオカビ（ト

リコデルマ）とハウス栽培野菜＆花きの害菌である灰

色カビ（ボトリチス）を用いることにしました（写真

1参照）。なお，トリコデルマとしては旭川高専保存

菌株のANCT-05090とコレクション菌株のNBRC 

33016の2菌株（両者共に道内のシイタケ栽培施設か

ら 分 離），ボ ト リ チ ス と し て はANCT-06001と 同

06022（上川管内の野菜の水耕栽培施設から分離）の

2菌株を用いました。

オビスギ材の水蒸気乾燥排気の凝縮液に含まれる化学

物質と精油の回収方法

　オビスギ材を水蒸気乾燥した際の排気を回収した凝

縮液（水に溶け易い成分＆油に溶け易い成分＆水の入

り混じったものでエマルジョン状態の液体）に含まれ

る化学物質については，藤本英人さんが宮崎大学の先

生方と分析を開始していました。その成果は，2005

年の宮崎大学工学部紀要（第34号，23 ～ 26ページ）

に公表されています。概略を解説しますと，フェノー

ル性化合物はほとんど含まれず，多少の酢酸やフルフ

ラール（水に溶け易い成分），そして多くは8種類の

セスキテルペン（油に溶け易い成分）でした。以上の

化学物質の構造式を図1に示します。

　この凝縮液を静置すると上部に油状物質が浮いて集

まります。これがオビスギ材の精油になります。精油

は抽出成分の一つです。樹木の抽出成分としては，モ

ノテルペンやセスキテルペンを中心とした「精油」，

ジテルペンやトリテルペンなどの「樹脂」，そして「リ

グナン」「フラボノイド」「サポニン」「タンニン」「ワッ

クス」などです。こうした抽出成分は樹木を始めとす

る植物にとっては，外敵から身を守るための抗菌（防

カビ）性物質や殺虫性物質となるのです。動物とは異

なり，植物は自分の体を移動することで身を守ること

ができません。その代わりに，抽出成分を用いて外敵

の攻撃からの自己防衛を行います。精油は揮発性成分

ですから，外敵に対する飛び道具とも考えられます（イ

ラスト1）。一方で我々にとって精油は，森林浴を楽

しませてくれる匂い成分でもあります。

　テルペンですが，参考までに説明しますと炭素数5

個のイソプレン（イラスト2参照）を基本単位とする

有機化合物です。2単位（炭素数：10）のものがモノ

テルペン，3単位（同：15）がセスキテルペン，4単

位（同：20）のものがジテルペン，5単位（同：25）

がセスタテルペン，6単位（同：30）ものがトリテル

ペン，8単位（同：40）ものがテトラテルペン，そし

てそれ以上のものがポリテルペンと呼ばれます。はた

して図1の8種類のセスキテルペンは，イソプレンの

基本骨格から構成されているでしょうか。是非，確認

してみて下さい。

精油の防カビ性能の評価方法

　トリコデルマとボトリチスは，最もポピュラーなカ

ビ培養基であるポテトデキストロース寒天（PDA）

培地で元気に成長します。そこでコントロールの

PDA平板培地に加え，体積比で0.5 ～ 2.0％のオビス

ギ材の精油をPDAに添加した平板培地を作成し，そ

の中央に各カビの種菌（直径5 mmの円盤状としたも

の）を接種しました。温度25℃で10日間培養し，毎

日1回，菌糸の成長量をコロニー半径として測定しま

した（イラスト3参照）。両カビともに同心円状に成

長しますので，測定が非常に容易です（写真2参照）。

平板培地は内径85 mmのシャーレを用いて作成して

いますので，コロニー半径の値が40 mmで培地全面

にカビの菌糸が蔓延したことを意味します。

　もしもカビの菌糸成長を阻害する成分がオビスギ材

の精油に入っているならば，コントロールと比較して

精油入りの平板培地で菌糸成長が遅れるか，菌糸成長

が全く観察されない可能性があります。そして，より

正確な試験データを取るために一つの条件に対して3

枚の各平板培地を使用し，その平均値を算出すること

にしました。

トリコデルマとボトリチスの菌糸成長に対する精油の

効果

　図2と図3に，それぞれトリコデルマとボトリチス

の菌糸成長の経時変化を示しました。まず，トリコデ

ルマに注目すると精油の濃度が0.5から2.0％まで上昇

しても大きな変化が見られませんでした。コントロー

ルのPDA平板培地よりも菌糸成長に幾分ブレーキが

掛かりましたが，培養4 ～ 8日経過後には培地全面に

菌糸が蔓延しました。

　ボトリチスでは，精油の濃度が上昇するとともに菌

糸成長の阻害度合いが大きくなりました。そして，

10日間の培養後においても培地全面に菌糸が蔓延す

ることはありませんでした。こうした結果から，オビ

スギ材の精油はトリコデルマよりもボトリチス退治に

効果的である可能性が考えられます。

　そこで小生としては，ハウス栽培で種々の作物の灰

色かび病を引き起こすボトリチスをターゲットにする

ことにしました。また，2％の添加濃度ではボトリチ

スの菌糸成長を完全阻止することはできないことも分

かりましたので，今後においては精油の使用濃度を高

めるか，それとも精油プラスαによる相乗効果を引き

出すかを検討する必要があります。正解はどちらか一

方というものではありません。まずは後者の方法から

確かめることにしました。そして，プラスαとしては

エタノール（エチルアルコール）の添加に決めました。

エタノールと水の混合溶液の殺菌力とは

　エタノールとしては，人生のオアシスの「アルコー

ル飲料」か，体に注射する祭に脱脂綿にしみ込ませて

使用する「消毒用アルコール」を思い浮かべることで

しょう。余談ですが，まさに両者をタイアップさせた

ようなものもありますね。チャンバラ時代劇で刀傷に

日本酒か焼酎を吹きかけるシーンです。

　一般的に，消毒や殺菌に使用されるアルコールはエ

タノールとイソプロパノール（イソプロピルアルコー

ル）です。ヒトに対する毒性を考えると前者が安全で

す。体積比で30％程度の水で割ったエタノール溶液

は特に殺菌力が高いと言われています。消毒用の脱脂

綿にはこのエタノール溶液が染み込んでいます。さっ

と皮膚を拭くだけで，病原菌をほぼ即死させます。殺

菌メカニズムとしては，微生物の細胞膜にあるタンパ

ク質をアルコール変性させると考えらます。

　一方，5％前後の薄いエタノール水溶液（ビール類

のエタノール濃度に相当します）には真綿で微生物の

首を絞めるような殺菌力があります。ゆっくりと細胞

内部に染み入り，酵素などのタンパク質をアルコール

変性させ，やがて微生物を死に至らしめます。少し話

が変わりますが，健康志向のために塩分を控えた加工

食品が増えています。そうした食品の日持ちを向上さ

せるために，数％のエタノールを添加する方法が用い

られることがあります。小生としては，この低濃度の

アルコール溶液の利用に注目しました。

　先ほどの余談ですが，時代劇の舞台となった時代の

日本酒または焼酎のエタノール濃度はいかほどだった

のでしょうか。日本酒の原酒で20％程度ですから，

たぶんその程度前後でしょうか…。半端な濃度ですか

ら，効果のほどは実に疑わしい気がします。まして口に

含んだ酒には多くの雑菌が混入しますので危険です。

ボトリチスの菌糸成長に対する精油とエタノール相乗

効果はいかに

　体積比で0.5 ～ 2％のエタノールのみを添加した

PDA平板培地を作成し，上述の「防カビ性能の評価

方法」と同様の方法でボトリチスの菌糸成長に対する

影響を観察しました。図4に示すANCT-06001の結果

では，コントロールにおいて培養4日間で培地全面に

コロニーが広がり，エタノール濃度1％と2％ではそ

れぞれ僅かに1日と2日程度遅れたに過ぎませんでし

た。2％以下のエタノール添加では，ボトリチスの菌

糸成長に対する阻害効果がほとんど期待できないこと

が分かります。

　図5に，ANCT-06001と同06022に対するオビスギ

材の精油（1.5と2％）とエタノール（0.5 ～ 2％）の

組み合わせの結果を示しました。前者の菌株に対して

は，エタノール濃度の上昇とともに菌糸成長の阻害効

果が大きくなる傾向がみられました。しかし，後者の

菌株については僅かの効果でした。エタノールの添加

量が少ないことも一因と考えられますが，菌株の違い

により相乗効果の現れ方が異なるようです。

凝縮液をまるごと利用することを考える

　少し残念ですが，オビスギ材の精油が劇的なカビ退

治効果を示すものではないことが分かりました。一

応，ボトリチスに対しては期待できるところもあろう

ということになります。ここで，藤本英人さんから新

たな提案がありました。それは，水蒸気乾燥排気から

回収した精油のみではなく，同排気の凝縮液そのもの

を使いたい…でした。

　すでに述べたようにオビスギ材の水蒸気乾燥排気の

凝縮液を静置すると精油が液表面に浮いて集まりま

す。しかし，精油と水溶液がきれいに二層に分かれて

しまうのではなく，下部の水溶液にはたくさんの細か

な粒状の精油たちが水中遊泳をしている状態なので

す。したがって，この凝縮液をまるごと使うことがで

きるのならば，環境保全や資源利用の面から考えると

一歩も二歩も有利です。

　そこで，コントロールのPDAと凝縮液を50％濃度

にしたPDA，および後者にエタノールを1または2％

添加した合計4種類の平板培地を用いてボトリチスの

ANCT-06001と同06022の菌糸成長を観察しまし

た。その結果を図6に示しますが，2％濃度になるよ

うにエタノールを加えることで先ほどの精油2％程度

とエタノール2％の組み合わせと同程度の効果が得ら

れました。ANCT-06022に対しては，エタノール1％

添加の阻害効果が高くなっています。これは，エタノ

ール2％の3枚の平板培地のうちの1枚の菌糸成長が観

察されたことによります。凝縮液をボトリチス退治に

使用する場合，精油の場合と異なりエタノールを2％

程度以上の濃度になるように添加することが不可欠の

ようです。

　精油を添加したPDA培地のpHは，コントロールの

PDAの値とほとんど同じで常に5を超えます。これに

対して凝縮液を50％添加したPDA培地のpHは3.3と

低くなりました。これの原因は，上述の酢酸などが影

響している可能性が推察されます。

精油＆凝縮液を利用するための具体的方法を考える

　ハウスを用いた野菜栽培では，ボトリチス防除にト

ップジンMやボトキラーなどの登録農薬を用いること

になります。これと同様にオビスギ材の精油や凝縮液

を用いる場合には，正規の農薬登録を行う必要があり

ます。しかし，精油の匂いが栽培作物に付着するとい

う大きな欠点が生じます。一つのアイデアとして栽培

作物ではなく，栽培ハウス内のボトリチス退治に用い

る環境殺菌への利用が思い浮かびます（農薬には該当

しないことになります）。しかし残念なことに，農家

の方々にはハウス内の空間や機材を殺菌（消毒）する

という考え方がないのです（イラスト4参照）。

　空調施設や簡易ハウスを用いるキノコ栽培では，栽

培空間に存在する雑菌・害菌，さらにはダニを防除す

る環境殺菌（薬剤の噴霧，散布，燻蒸）が定着してい

ます。もちろん，その際には原則として栽培施設内か

らキノコを追い出します。将来，野菜などのハウス栽

培に環境殺菌の考え方が導入されることを期待したい

と 思 い ま す。こ こ で 落 ち を 一 つ 挙 げ ま す と，

ANCT-06001は農薬耐性菌株です。今回の試験結果

から，その防除にオビスギ材の精油などが使える可能

性が示されたのです。

　最後になりますが，スギの素人の小生に，オビスギ

に対する興味を持つきっかけを与えてくださった故・

藤本英人さんに感謝すると共に，ご冥福をお祈りしま

す。

（つづく）
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　北海道では明治30年代から養蚕が盛んになり，一時

は一万を超える農家が養蚕を副業としていました。

　木造平屋一部２階建てのこの建物は，東京蚕業講習所

（現：東京農工大学）蚕室を手本にして明治38年に建

てられた蚕種製造所です。

　当時はここで蚕種の製造販売が行われたほか，ここか

ら多くの養蚕技術者が輩出されました。

北海道開拓の村　旧田村家北誠館蚕種製造所


